
9 － 34
17 － 14
11 － 12
19 － 16
－

審判 主審 副審

東村山第一 高見
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 17 1 6 2 0 4 0 0 0 0 1

5 ＊ 10 2 2 0 3 5 ＊ 23 7 0 2 1

6 6 0 3 0 2 6 0 0 0 0 1

7 ＊ 19 0 7 5 2 7 - - - - -

8 ＊ 4 0 2 0 2 8 ＊ 10 0 5 0 1

9 - - - - - 9 0 0 0 0 0

10 ＊ 0 0 0 0 3 10 ＊ 8 0 3 2 1

11 - - - - - 11 2 0 1 0 0

12 - - - - - 12 0 0 0 0 1

13 - - - - - 13 0 0 0 0 2

14 - - - - - 14 ＊ (C) 21 0 10 1 0

15 - - - - - 15 0 0 0 0 0

16 - - - - - 16 ＊ 12 0 5 2 2

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

56 3 20 7 12 76 7 24 7 10

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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コーチ
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松本  彩花
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斎田  鮎美

コーチ

記載者 片山　　新 （所属） 広島

合計 合計

戦　　評

森    彩乃

真鍋  清香

久保    結

山﨑    修村越 真紀子

川野    舞

会 場 広島県立総合体育館

 中島　　淳

76 高見

警告：合計が違います

 冨島　健司

結
果 (福　岡)○

2GC6
期 日
試合区分

●(東　京)

東村山第一 56

警告：合計が違います

２日目 決勝トーナメント２回戦
2010年（平成22年)8月24日(火) 16:10

　関東ブロック代表東村山第一と九州ブロック代表高見のベスト４をかけた熱い戦いが始まった。東村山第一はハーフコートマン
ツーマンDef、高見は２－２－１のゾーンプレスDefで序盤からプレッシャーをかけてくる。高見はスタート全員の動きが良く、それぞ
れシュートを決める。１０点以上差が開いたところで東村山第一はタイムアウトを取る。しかし、高見の勢いは止まらず２２点差と
リードを広げる。東村山第一は２回目のタイムアウトを取り、Defを１－３－１のゾーンに変えたが、９－３４で１Ｑを終了。２Ｑでは、
一進一退の攻防が続き、なかなか差が縮まらない。高見はOffリバウンドを奪い、シュートへつなげる。東村山第一はプレスを潜り
抜け、＃７がシュートを決めていく。２６－４８と２２点差で２Ｑを終了。
　３Ｑに入り、東村山第一は４分間で＃６のシュート1本しか決まらず、対する高見は＃１４のミドルシュート、＃５の３Ｐで得点を挙
げる。たまらず東村山第一がタイムアウトをとる。その直後、東村山第一は＃４の３Ｐ、スチールからの＃５のレイアップが決まり、
高見もタイムアウト。東村山第一＃４、＃６がシュートを決めるも、３７－６０で３Ｑを終了。４Ｑに入っても高見はリバウンドを取られ
ても、スナップでマイボールにするなど勢いが止まらない。高見＃５の３Ｐで差を広げ、粘る東村山第一も序盤の差が縮められず
終了。５６－７６。東村山第一の＃４を中心とした、笑顔で全力を出し切ろうとする姿が印象に残る試合だった。
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